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エプレットデータベースのインポート①

Utilities→Update Reference→Epitope Information Managementの順にクリック

解析用ファイル（Excelファイル）はClass I,Class II,MICAの3種類
MatchMaker用ファイルの更新情報は弊社のweb及びメールニュースにてご案内致し
ます
更新時は最新データベースのインポートと設定を行い解析を実施してください
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エプレットデータベースのインポート②

Importをクリックし、ファイルを選択→開くをクリック
１度にインポートできるファイルは１つのみ
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エプレットデータベースのインポート③

① Epitope Type Nameを入力し、□にチェックを入れ、OKをクリック
※Epitope Type Nameはcsvファイル名と同じで構いません
② インポート終了画面が表示されますのでOKをクリック
③ Closeをクリックして終了（Saveをクリックしないでください。一部のデータが正しく保存されません）

Saveをクリックしない
でください
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エプレットデータベースのインポート④

④ ②③の操作を繰り返し、3つのファイルがリストに表示されることを確認し、インポート完了
⑤ Closeをクリックして終了（Saveをクリックしないでください。一部のデータが正しく保存さ
れません）

Saveをクリックしない
でください
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解析の設定

Utilities→Antibody Product 
Configuration→
Set Analysis Configurationの順にクリック

Product Type : LABScreen Single Antigenを選択

インポートしたファイルを選択

Save→Closeの順にクリックして終了
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